
　

平
成
21
年
第
４
回
（
12
月
）
定
例
会
で

は
、
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案
21
件
、

委
員
会
提
出
議
案
４
件
の
計
25
件
の
議
案

が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
初
日
に
は
、
23
議
案
が
上
程
さ

れ
、
そ
の
う
ち
諮
問
８
件
、
委
員
会
提
出

議
案
２
件
は
初
日
に
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ

可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
央
中
学
校
の
校
舎
新
築
に
か

か
る
建
築
工
事
・
機
械
工
事
を
行
う
た
め

の
「
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」
な
ど

の
13
議
案
を
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託

し
、
各
常
任
委
員
会
で
の
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

定
例
会
最
終
日
に
は
、
各
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て
、
各
委
員

長
の
報
告
、
討
論
、
採
決
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、「
天
皇
陛
下
御
即
位
20
年
を
祝

す
賀
詞
決
議
に
つ
い
て
」「
暴
走
族
等
追

放
に
関
す
る
決
議
に
つ
い
て
」
の
委
員
会

提
出
議
案
２
件
が
追
加
上
程
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
上
程
さ
れ
た
議
案
は
す
べ

て
提
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

『
暴
走
族
等
追
放
に
関
す
る
決
議
』
可
決
!!

市
民
と
と
も
に
総
力
を
挙
げ
て
暴
走
族
等
を
追
放
し
、
安
全
で
明
る
い
郷
土
の
実
現
に
努
力
し
ま
す

暴走族等追放に関する決議

　正しい交通秩序を確立して悲惨な交通事故をなくし、安全で安らぎのある市民生活
を確保することは、東広島市民共通の願いである。
　しかしながら、現状は、JR駅前や大型ショッピングセンター駐車場などにおいて、
交通秩序を無視した集団での暴走行為や深夜の爆音暴走行為が横行し、しかも、将来
を担う若者によって引き起こされている状況にあり、極めて憂慮に堪えないところで
ある。
　このような暴走族等の存在は、永年にわたって築き上げられた法と秩序を破壊し、
市民の平穏な生活を著しく脅かすものである。
　そのため、暴走行為を「許さない、させない、しない」という社会的風潮を確立し、
市民が一丸となって、その根絶に向けて一層の努力をしなければならない。
　よって、本市議会は、「誰もが安全・安心に暮らせるまちづくり」を実現し、市民
生活の安全確保と次代を担う青少年の健全育成を図るため、関係機関はもとより、市
民とともに総力を挙げて暴走族等を追放し、安全で明るい郷土の実現に努力すること
を、ここに表明する。
　以上、決議する。

　　平成21年12月18日� 東　広　島　市　議　会　

■第４回定例会で
　可決した案件

●条例案…………… ５件
●予算案…………… ６件
●諮問……………… ８件
●その他…………… ２件
●委員会提出議案… ４件

■第４回定例会の日程

12月　　４日 開会、会期の決定、議案説明、
諮問採決【適任可決】、議案付託（常任委
員会）、委員会提出議案採決【原案可決】

　　８〜11日 一般質問
　　14〜17日 付託議案の常任委員会審査
　　　　18日 常任委員長報告―議案採決【原案可決】、

委員会提出議案採決【原案可決】、閉会
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常
任
委
員
会
に
付
託
し
て

　
本
会
議
で
可
決
し
た
案
件

【
総
務
委
員
会
付
託
案
件
】

●�
東
広
島
市
議
会
議
員
及
び
東
広
島
市
長

の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負

担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

�　

公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
市

長
の
選
挙
に
お
い
て
選
挙
運
動
用
ビ
ラ

の
頒
布
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

こ
と
に
伴
い
、
同
法
の
規
定
に
基
づ
き

当
該
ビ
ラ
の
作
成
に
要
す
る
費
用
に
係

る
公
費
負
担
制
度
を
設
け
る
も
の
。

●
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　

�　

租
税
特
別
措
置
法
及
び
介
護
保
険
法

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
条
例
に
お
い
て

引
用
し
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
法
の
条
項

の
整
理
を
行
う
も
の
。

【
文
教
厚
生
委
員
会
付
託
案
件
】

●
請
負
契
約
の
締
結

　

�　

中
学
校
新
設
事
業
中
央
中
学
校
校
舎

新
築
工
事
（
建
築
）
の
請
負
契
約
を
締

結
す
る
も
の
。

●
請
負
契
約
の
締
結

　

�　

中
学
校
新
設
事
業
中
央
中
学
校
校
舎

新
築
工
事
（
機
械
）
の
請
負
契
約
を
締

結
す
る
も
の
。

【
市
民
経
済
委
員
会
付
託
案
件
】

●�

道
の
駅
湖
畔
の
里
福
富
設
置
及
び
管
理

条
例
の
一
部
改
正

　

�　

道
路
占
用
料
の
額
等
の
改
定
に
合
わ

せ
て
、
道
の
駅
湖
畔
の
里
福
富
の
占
用
に

係
る
使
用
料
の
額
等
を
改
定
す
る
も
の
。

【
建
設
委
員
会
付
託
案
件
】

●
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正

　

�　

道
路
占
用
料
の
額
等
の
改
定
に
合
わ

せ
て
、
都
市
公
園
の
占
用
等
に
係
る
使

用
料
の
額
等
を
改
定
す
る
も
の
。

●�

地
域
公
園
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部

改
正

　

�　

道
路
占
用
料
の
額
等
の
改
定
に
合
わ

せ
て
、
地
域
公
園
の
占
用
に
係
る
使
用

料
の
額
等
を
改
定
す
る
も
の
。

委
員
会
へ
の
付
託
を
省
略
し
て

可
決
し
た
案
件

●�

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ

き
意
見
を
求
め
る
こ
と

　
東
広
島
市
安
芸
津
町
三
津
４
３
７
３
番
地
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武た
け

部べ　

勝か
つ

人と

　

東
広
島
市
豊
栄
町
乃
美
３
４
２
２
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅あ
さ

井い　

泰や
す

治は
る

　

東
広
島
市
河
内
町
河
戸
１
２
０
０
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上う
え

杉す
ぎ　

玲れ
い

子こ

　

東
広
島
市
福
富
町
久
芳
５
５
５
９
番
地
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石い
し

本も
と　

武た
け

春は
る

　

東
広
島
市
豊
栄
町
清
武
３
３
５
番
地
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土ど

井い　

信の
ぶ

惠え

　

東
広
島
市
黒
瀬
町
南
方
５
８
６
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若わ
か

狭さ　

広ひ
ろ

明あ
き

　

東
広
島
市
八
本
松
町
飯
田
６
１
９
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石い
し

井い　

卓た
く

郎ろ
う

　

東
広
島
市
黒
瀬
町
小
多
田
６
１
８
番
地
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安や
す

長な
が　

照し
ょ
う

眞し
ん

●平成21年度一般会計補正予算（第５号）を可決しました（総務委員会付託）
　補正額　３億9,063万９千円減　　　総額　744億644万２千円
（主な補正内容）
・議会費（議員の期末手当の減など）	 605万１千円減
・総務費（税等の過誤納還付金や消費者行政の啓発活動経費の増など）	 359万７千円増
・民生費（生活保護費やインフルエンザ感染対策備品費の増など）	 9,228万９千円増
・衛生費（広島中央環境衛生組合の設置に伴う業務委託料の減など）	 ５億4,461万５千円減
・労働費（緊急雇用対策事業による調査等に要する経費の増など）	 190万１千円増
・農林水産業費（流通センター関係補助金やため池水路の整備費の減など）	 637万４千円減
・商工費（職員給与の減）	 450万円　　減
・土木費（道路台帳等管理システムの構築費の減など）	 1,140万円　　減
・消防費（全国瞬時警報システムの整備費の増や職員給与の減）	 4,699万円　　減
・教育費（小学校の耐震化や小・中学校施設の修繕費の増など）	 １億3,150万４千円増

＜反対討論＞
　国の方針による、低所得者層の新型インフルエンザワクチン接種の補助、生活保護に母子加算が組まれたこと、ハ
ローワークへの総合相談窓口の設置は、共産党の要望が反映されたこととして評価するが、雇用と中小企業の危機打
開策は、一刻の猶予もなく、まだまだ不十分である。
　また、人事院勧告を受け、一般職と再任用短時間勤務職員合わせて1,501人に対する２億円にも達する給与や年末一
時金の引き下げは、さきの臨時議会でも地域経済を冷え込ませるとして反対した。報道によると、広島県の新知事も、
県職員の士気が下がるとして、給与の引き下げを見直すと提案されている。人を大事にしながら、無駄な公共投資を
抑える決断をするべきだと考え、反対する。
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委
員
会
提
出
議
案

を
可
決
し
ま
し
た

　【
総
務
委
員
会
提
出
議
案
】

●�

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出

　
　

地
方
分
権
の
理
念
に
沿
っ
た
自
治
体

運
営
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
平

成
22
年
度
の
地
方
財
政
予
算
全
体
の
規

模
拡
大
に
む
け
て
、

１　

医
療
、
福
祉
分
野
の
人
材
確
保
を
は

じ
め
と
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
対
策

の
充
実
、
農
林
水
産
業
の
再
興
、
環
境

対
策
な
ど
、
今
後
増
大
す
る
財
政
需
要

を
的
確
に
取
り
入
れ
、
平
成
22
年
度
地

方
財
政
計
画
・
地
方
交
付
税
総
額
の
規

模
を
拡
大
す
る
こ
と

２　

地
方
財
源
の
充
実
・
強
化
を
図
る
た

め
、
国
・
地
方
の
税
収
配
分
５

：

5
を

実
現
す
る
税
源
移
譲
、
地
方
消
費
税
の

充
実
、
国
の
直
轄
事
業
負
担
金
の
見
直

し
な
ど
、
抜
本
的
な
対
策
を
進
め
る
こ

と
３　

当
面
の
財
政
措
置
と
し
て
導
入
さ
れ

た
地
方
交
付
税
（
地
域
雇
用
推
進
費
）、

雇
用
対
策
関
連
交
付
金
な
ど
に
相
当
す

る
規
模
を
一
般
財
源
と
し
て
恒
久
的
に

地
方
財
政
計
画
・
地
方
交
付
税
措
置
に

取
り
入
れ
、
自
治
体
が
安
心
し
て
雇
用

対
策
に
取
り
組
め
る
よ
う
な
環
境
整
備

を
行
う
こ
と

４　

景
気
対
策
を
通
じ
て
拡
大
す
る
公
共

事
業
に
対
し
て
、
地
方
負
担
を
増
加
さ

せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
十
分
な
財
政
措

置
を
講
じ
る
こ
と

　

以
上
の
と
お
り
、
政
府
に
対
策
を
求
め

る
も
の
。

●�

天
皇
陛
下
御
即
位
20
年
を
祝
す
賀
詞
決

議

　

�　

天
皇
陛
下
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本

年
御
即
位
20
年
を
お
迎
え
に
な
り
、
誠

に
慶
賀
に
た
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

�　

こ
こ
に
東
広
島
市
議
会
は
、
市
民
を

代
表
し
て
謹
ん
で
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
皇
室
の
御
繁
栄
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

以
上
、
決
議
す
る
。

　
　
　

平
成
21
年
12
月
18
日

�

東
広
島
市
議
会

【
市
民
経
済
委
員
会
提
出
議
案
】

●�

改
正
貸
金
業
法
の
早
期
完
全
施
行
等
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出

　
　

今
般
設
置
さ
れ
る
消
費
者
庁
の
所
管

な
い
し
共
管
と
な
る
地
方
消
費
者
行
政

の
充
実
及
び
多
重
債
務
問
題
が
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
こ
と
も
踏
ま
え
、

１　

改
正
貸
金
業
法
を
早
期
に
完
全
施
行

す
る
こ
と

２　

自
治
体
で
の
多
重
債
務
相
談
体
制
の

整
備
の
た
め
相
談
員
の
人
件
費
を
含
む

予
算
を
十
分
確
保
す
る
な
ど
相
談
窓
口

の
充
実
を
支
援
す
る
こ
と

３　

個
人
及
び
中
小
事
業
者
向
け
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
る
こ
と

４　

ヤ
ミ
金
融
を
徹
底
的
に
摘
発
す
る
こ

と

　

以
上
の
施
策
の
実
施
を
国
に
要
請
す
る

も
の
。

●平成21年度水道事業会計補正予算（第２号）を可決しました（建設委員会付託）

区　　　分 補正額 補正後の総額

収益的収入及び支出
収　入 131万６千円増 46億9,718万２千円

支　出 127万２千円増 43億2,176万７千円

資本的収入及び支出 支　出 250万５千円減 24億1,884万４千円

＜反対討論＞
　職員の給与、年末一時金の引き下げに反対しているため、この予算にも反対である。

●平成21年度特別会計補正予算を可決しました

会計名（補正回数） 補正額 補正後の総額 付託委員会

公共下水道事業（４） 800万円　　増 86億7,928万３千円
建設委員会

寺家地区土地区画整理事業（２） 300万円　　増 １億1,138万円　　

国民健康保険（３）
事業勘定 250万円　　増 142億3,188万９千円

文教厚生委員会直営診療施設勘定 424万１千円増 7,293万８千円

介護保険（３） 保険事業勘定 3,222万３千円減 100億4,016万７千円
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